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看護師として必要な専門知識と実践能力を身につけ、
他の医療関係職種と連携・協働して、
地域社会の医療体制の整備と充実に寄与することの
できる人材の育成

看護学科の教育目的

3

カリキュラムの全体像

１．共通基盤教育
大学での学修や卒業後の
社会生活で必要な教養

導入系
倫理系

人文社会系
健康・スポーツ系

英語基礎系
言語応用系
数理情報系

2-1.専門基礎導入
基礎的な知識の習得と科学的
な見方・考え方に必要な科目

＊看護師のための数学基礎
＊看護師のための生物・化学
基礎

２-２専門基礎科目
健康・疾病・障害に関す
る観察力や判断力を修得
するための科目

＊人体の構造機能・疾病と回
復促進

＊健康支援と社会保障制度

3.専門科目

看護師として必要な専
門的知識と能力を学修
する科目

＊看護の基本
＊人間の発達段階と
看護活動

＊看護の統合と発展
＊看護研究
＊公衆衛生看護学
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卒業要件および国家試験受験資格

看護師国家試験受験資格

4年以上在籍し、124単位を
修得すること

保健師国家試験受験資格

4年以上在籍し124単位を満たし
指定科目を含んだ合計133単位を
修得すること

卒業要件について（履修要綱 p230 p241）

必選別
導入系 必修 1
倫理系 必修 2
人文社会系 必修 2
健康・スポーツ系 選択 1
英語基礎系 選択 2
言語応用系 必修 5
数理情報系 必修 2

選択 2
専門基礎導入 必修 4
人体の構造機能・疾病と回復促進 必修 19

必修 5
選択 1

看護の基本 必修 14
地域における看護活動 必修 7
人間の発達段階と看護活動 必修 51
看護研究 必修 3
公衆衛生看護学 必修 1

選択 2

専門科目

健康支援と社会保障制度
29

78

124

卒業必要単位数教育区分

17共通基盤教育

専門基礎導入・
専門基礎教育科目

11 22 33 44

共通基盤・基礎導入・
専門基礎科目

専門科目

看護の基本
基礎看護学・看護のための人間工学

人間の発達段階看護活動
成人・⼩児・⺟性・⽼年・精神看護学

実 習 実 習
実 習

実 習

在宅看護学・医療器機と在宅看護

看護の統合・発展
看護研究

カリキュラムの積み上げ
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単位認定資格について

◉講義・演習の場合

授業回数の2/3以上出席していること

◉実習の場合

実習日数の4/5以上出席していること



9

履修に関する注意点

❶単位未修得科目は下位年次配当科目から履修する。

❷所属年次より上位年次に配当されている科目履修は、

科目担当者の許可が必要である

❸同曜日、同時限では1科目の受講しか認められない。

1コマでも不合格科目の再履修と重複する場合は、
履修を認めない。（履修規程第7条）
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履修に関する注意点
❹不合格となった必修科目はその翌年に再履修しなければ

ならない。
新たに履修を希望する科目と再履修必修科目が時間割上、
重複する場合は再履修必修科目を優先して受講すること

➎ 1年次・2年次開講の必修科目の単位をすべて修得して
いなければ、3年次の科目を履修することはできない。

➏保健師助産師看護師学校養成所指定規則改正に伴い
2022年度からカリキュラムが変更されている。
特に、2021年度入学生は、未修得の科目を作らないことが
必要となる。
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実習の時期について

・基礎看護学実習（早期体験実習）：1年次前期

・基礎看護学実習Ⅱ（基礎看護学実習）：2年後期（2年前期）

・各専門領域実習 ：3年後期～4年前期

・看護統合実習 ：4年後期（4年前期）

看
護
師

・産業・学校看護学実習：4年前期

・公衆衛生看護学実習：4年後期

保
健
師

※実習が開講される学期の前までに必修科目を修得して

いなければ、実習を履修することができません。

・老年看護学実習Ⅰ 小児看護学実習Ⅰ：3年前期（2年前期）

卒業研究(看護研究Ⅱ：4年次)履修資格

１年次、２年次、3年次開講の必修科目 87単位
（共通基盤教育10単位を含む）

4年次の卒業研究（看護研究Ⅱ）を履修できない

修得していなければならない科目の未修得
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※実習科目については下記のみ修得
・基礎看護学実習Ⅰ（早期体験実習）
・基礎看護学実習Ⅱ（看護援助過程実習）
・老年看護学実習Ⅰ（地域） ・小児看護学実習Ⅰ（発達援助）



卒業研究(看護研究Ⅱ：4年次)履修資格

１年次、２年次、3年次開講の必修科目 104単位
（共通基盤教育12単位を含む）

4年次の卒業研究（看護研究Ⅱ）を履修できない

（履修要項ｐ240）

科目の未修得
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※実習科目については下記のみ修得
早期体験実習 基礎看護学実習 成人看護学実習Ⅰ（慢性期）
成人看護学実習Ⅱ（急性期） 老年看護学実習Ⅰ（地域）
老年看護学実習Ⅱ（病院） 小児看護学実習Ⅰ（発達援助）

小児看護学実習Ⅱ（療養） 母性看護学実習 精神看護学実習

授業時間について 90分授業

時 限 時 間

1時限 9時30分〜11時00分

2時限 11時10分 〜12時40分

3時限 13時20分 〜14時50分

4時限 15時00分 〜16時30分

5時限・補講 16時40分 〜18時10分

補講情報は、各学科掲示板やKAIT Walkerで確認すること補講情報は、各学科掲示板やKAIT Walkerで確認すること

昼食が遅くなり
ますので朝食は
しっかり摂りま
しょう！！
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社会は優秀な看護職を必要としています

2018年度 就業者数
（厚生労働省平成30年衛生行政報告より）

職種 人数

看護師 1,218,606人

保健師 52,955人

助産師 36,911人

准看護師 304,479人

合計 1,612,951

2025年までに200万人の看護師が必要
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